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本プログラムは基本的な時間積分スキームを実装する。粒子運動はニュートン方程式
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に従い、速度ベルレ法などの時間離散化
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で更新される。補正段階では速度と位置を整合させるための投影が導入され、数値安定性が保持される。
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